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1. 本書の一部または全部を無断で複製・転載することはお断りします。

2. 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。

3. 本製品をご利用いただいた結果の影響につきましては上項に関わらず責任を負いかねますのでご了承く

ださい。
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1. 概要
本リリースにおいて、下記の変更を実施いたしました。

● 製造入庫機能の追加

● 実地棚卸入力：備考欄の追加

● 仮エリアの初期表示

● 不具合修正

各変更内容につきましては、次ページ [ 詳細 ] よりご確認ください。

アップグレード後の

各変更による設定の追加等につきましては、[ UMWMS用設定 ]よりご確認ください。
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2. 詳細

2.1. 製造入庫機能の追加

工程進捗の最終工程で完成した製品の倉庫入れのための機能を追加しました。

最終工程の実績入力後に作業場所に存在する製品を実際の倉庫・エリア・棚へ移すことを目的と

し、仮エリアに存在する在庫を実際のロケーションに移すことが可能です。

2.2. 実地棚卸入力：備考欄の追加

棚卸入力の際に開く新規在庫入力（一覧）にフリーテキストの項目が追加されました。棚卸時の備考

としてご利用いただけます。
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2.3. 仮エリアの初期表示

WMS対象の在庫場所の場合、各機能での入力補助機能として、エリアの初期設定がされるようにな

りました。

2.4. 不具合修正

下記機能で不具合修正を実施いたしました。

● 入荷棚入

　ロット手動採番の品目にてロット№を指定していない場合でもアラートが出ない不具合を修

正致しました。

● 棚卸

　棚卸開始処理後、工程仕掛品のデータが作成されない不具合を修正致しました。

● レポート

　UMWMSフォルダに対して、共有権限を追加する修正を行いました。

共有権限の設定方法は、「レポートのフォルダに共有権限を設定する」をご参照ください。

● 出荷予定

　一部のバージョンをご利用の場合にコンポーネントエラーが表示されていた不具合を改修

致しました。
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3. アップグレード手順
パッケージURL：

①Schema ver.1.59.1

「スキーマアップグレード設定資料 ver.1.59.1」に記載しています。

②Label ver.1.45.0

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NxZFAA0

③Utility ver.1.16.0

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NxLHAA0

④Domain ver.1.60.2

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NxamAAC

⑤Service ver.1.11.0

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NxOzAAK

⑥WMS ver.1.18.0

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t2x000004NxZUAA0

＜手順＞

1) 本番へのアップグレード前には必ずSandboxにて検証ください。

上記URLのloginをtestに置換してアップグレードください。

例）https://test.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=パッケージID

2) スキーマのアップグレードを実施します。

「スキーマアップグレード設定資料」を参考に、スキーマのURLの実行を⾏ってください。

※必ずパッケージURL②〜⑥の前に行ってください。

3) 上記パッケージURL②〜⑥にアクセスします。

※パッケージURL②から順番にアップグレードを行ってください。

※パッケージごとに、手順 3)〜 6)のアップグレード作業を繰り返し行ってください。

4) ログイン画面が表示されます。アップグレードする環境のユーザでログインしてください。
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5) アップグレード実行画面が表示されます。

※アップグレード実行前に、今回アップグレードを行うバージョンになっているか、必ずバージョン名

を確認してください。

＜実行手順＞

a) 「管理者のみのインストール」をクリックします。

b) 下図のように「同意」チェックボックスがある場合は、ONにします。

c) 「アップグレード」ボタンをクリックします。

アップグレード完了後、画面に「アップグレードが完了しました」のメッセージが表示されます。「完了」

ボタンをクリックします。

下図のような画面が表示された場合は、完了メールを確認後に「完了」ボタンをクリックします。
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6) 「インストール済みパッケージ」画面が表示されます。

インストールしたパッケージ名のバージョン番号を確認してください。

アップグレードを行ったバージョンになっていればアップグレード完了です。

※パッケージごとに、手順 3)〜 6)のアップグレード作業を繰り返し行ってください

Confidential © Synapse Innovation Inc. 8



UMWMS

リリースノート

2210E

4. UMWMS用設定
UMWMSの変更内容をご利用のために、一部設定をしていただく必要があります。

ご利用環境のverや設定状況によっては設定不要の内容もございます。あらかじめご了承ください。

4.1. スキーマアップグレード設定資料の設定

スキーマアップグレード設定資料にも同様に設定の記載があります。

下記資料の設定内容を参考に、設定を行ってください。

「スキーマアップグレード設定資料　2210E(ver.1.59)」

4.2. レポートのフォルダに共有権限を設定する

レポートのフォルダに共有権限を付与できるように設定します。

＜手順＞（例）UMWMSフォルダに対して共有権限を設定する。

1) レポートタブを選択し、すべてのフォルダをクリックします。その後UMWMSフォルダの共有をク

リックします。

2) 共有先を「公開グループ」、名前を「すべての内部ユーザ」、アクセスを「編集」を選択し、共有

ボタンを押します。アクセス権のあるユーザに追加したユーザが追加されたら、完了ボタンを

押します。
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